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活琳琳・霊|殿町言天誹J
1988内家古音像出版社
「信天波」とは、限北の民謡の総称。

解承強力、それを題名にした簡をつくり、

ヒットした。このテープは、 rf三天涜」ほか

B自のディスコ(;盟斯科)アレンジを

収めているが、リズム・ボックスに
シンセ一台という単純な編成が泣けてくる。

欧唱のほうは、
活琳琳の3長りのある声が魅力的だ。

萎文ほか『紅高梁J19田拐罵据像出版社

張芸課監督の映画「紅高梁jがベルリン映画祭で金熊賞をとり、

圏内でも大変な話題となった。西北風のにおいがぷんぷんする婦入致

r;酉神叡Jr妹E来的大胆地往前走」も、ビッグヒットになった。

選利と一緒に主演した委文が、この 2自を唱っているのがこのカセットだ。

貧状をもらってニコニコしている写真は、i皮である。

ほかに、陳凱歌監督の f黄色い大地Jの帰入歌「女兜叡」や、

そのほかの民謡か西北風にアレンジされて 111自収められている。

日
橋
爪
大
三
郎

A 園田
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霊|肱ほか障土風情J198B c掴既出版社

[黄土高筏Jr信天瀞jから「一無所有Jr南j尼湾」、

あまり関係ない民謡まで30曲を寄せ集めた「西北風チャンチャカチャンJである。

似たようなテープが多いなかで、これはテンポもよく、いちばん聴きごたえがある。

唱っているのは、劉歓、?芭琳E林、張也、~健売といった実力派の敵手たちだ。

踊りやすいので、もしかしたらディスコ・サウンドの役割もあるのかも。

崖健ほか R主張関也JI1988組信組腕宵訟笥

中国大陸の最新流行音楽を、まとめて香港に紹介す

る初めてのオムニパステープ。

ジャケットが凝っていて、

窓から兄と弟が外をのぞいている。

・兄の自のところに影がある(外を見てはいけない)

が、

弟はしっかり外を見ている。

ジャケットの裏は、

窓が開いて弟が外ヘ出ようとしているところ。

田震、王週、孫国慶といった硬派のシンガーが、

さびの効いた唱いぶりを聞かせてくれている。

亘外でかなりの評判をよんだアルバムだ。
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蘇越『血潮句風采』哨韓首録像出蹄関

天安門事件の直後、香港は連日のように民主化を求める鮫十万人のデモ隊に

埋めつくされたが、そのときラジオから一日中流れていたのが

「血染的風采」だった。[私が倒れて起き上がらなくても、悲しまなくていい、

中国の国鎮のうえに、私の後姿がうつっているのだから……Jと唄う歌詞は、

悲しくも勇壮で、天安門の学生たちに愛唱され、 B月4日のあと、

事件のシンボルみたいになってしまったのである。

作曲者の蘇超は「黄土高校」も作曲した西北風のリーダーのひとり。

このアルバムで「血染的風采Jを日買うのは、配麓媛で、

ほかに王虹、室健、蛋文章ら 14名が参加している。
‘ ， 

そ
こ
へ
一
九
七
九
年
、
郡
小
平
の
号

令
で
改
革
開
放
政
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ポ
ッ
プ
ス
も
自
由
化
さ
れ
、
甘
い
恋
の

歌
や
ア
イ
ド
ル
ソ
ン
グ
な
ど
、
香
港
や

台
湾
の
ポ
ッ
プ
ス
が
入
っ
て
く
る
と
大

中
国
は
大
き
な
固
な
の
で
、
日
本
と

H
M

や

違
い
、
ど
こ
で
ど
ん
な
音
楽
が
流
行
っ

て
い
る
か
、
ひ
と
く
ち
で
語
る
の
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、

基
本
的
な
事
実
か
ら
押
さ
え
て
い
こ
う
。

多
く
の
発
展
途
上
国
と
同
じ
く
、
中

国
で
は
レ
コ
ー
ド
が
普
及
せ
ず
、
媒
体

は
も
っ
ぱ
ら
カ
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

C
D

も
一
部
に
は
あ
る
が
、
ダ
ビ
ン
グ
の
で

き
る
ラ
ジ
カ
セ
が
、
音
楽
好
き
に
は
必

需
品
だ
。

い
っ
ぽ
う
中
国
の
特
徴
は
、
文
化
大

革
命
の
影
響
も
あ
っ
て
、
長
い
あ
い
だ

歌
謡
曲
や
ポ
ッ
プ
ス
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
こ
と
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
も
ジ
ャ
ズ
も
ロ

ッ
ク
も
パ
ン
ク
も
、
一
切
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
さ
れ
、
人
び
と
は
毛
沢
東
を
讃
え

る
歌
だ
の
軍
歌
だ
の
を
口
ず
さ
む
し
か

な
か
っ
た
。
日
本
の
戦
時
中
と
思
え
ば

ト
砕
い
。

司
d
硬
派
・
骨
太
な

z
J
「
西
北
風
」

型4

流
行
し
、
中
国
で
も
カ
ヴ
ァ

l
曲
や
、
新

曲
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で

も
初
期
に
は
、
編
曲
で
ち
ょ
っ
と
ド
ラ

ム
を
効
か
せ
た
り
す
る
と
党
の
長
老
の

逆
鱗
に
触
れ
、
放
送
禁
止
に
な
っ
た
り

し
た
と
い
う
。
録
音
設
備
や
ス
タ
ジ
オ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
不
足
も
手
伝
っ
て
、

ま
だ
ま
だ
「
港
台
歌
曲
」
に
押
さ
れ
気

味
な
の
が
、
大
陸
ポ
ッ
プ
ス
の
実
情
だ
。

そ
ん
な
な
か
、
八

0
年
代
も
後
半
に

な
る
と
、
中
国
に
も
独
自
の
潮
流
が
出

て
く
る
。

か尋
根
(
中
国
の
ル
1
ツ
を
尋

ね
る
)
H

運
動
の
影
響
も
あ
っ
て
、

シ
ー
ペ
イ
ヲ
エ
ノ

「
西
北
風
」
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

こ
れ
は
、
限
西
省
北
部
の
民
謡
(
「
東
天

紅
」
も
そ
う
)
を
素
材
に
、
中
国
的
要

素
(
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
や
伝
統
楽
器
)

と
ロ
ッ
ク
的
な
リ
ズ
ム
を
ミ
ッ
ク
ス
さ

せ
た
も
の
。
「
黄
土
高
坂
」
「
信
天
瀞
」
「
妹

妹
体
大
胆
地
往
前
定
」
「
我
熱
愛
的
故

郷
」
な
ど
と
い
っ
た
ヒ
ッ
ト
曲
が
、
若

者
た
ち
を
中
心
に
人
び
と
に
圧
倒
的
に

支
持
さ
れ
た
。
軟
弱
な
南
方
の
ラ
ブ
ソ

ン
グ
に
比
べ
、
硬
派
で
骨
っ
ぽ
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
ブ
!
ム
も
、

九

0
年
代
に
入
る
と
す
ぐ
に
ぽ
し
や
っ

て
し
ま
っ
た
。
天
安
門
事
件
後
の
引
締

め
の
あ
お
り
と
、
悪
ノ
リ
組
が
く
だ
ら

20 宝島社(1993. 11. 22.発行)pp. 20-24 『上海快楽読本』別冊宝島EX21 
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「新長征……jは園内版で、その頗番とパッケージを入れ償えたのが

海外版の I一無所有J。なかみは一緒で、絶対に聞きのがせない謹健の

代表作だ。「一無所有J(符ちものはな!こもなし)、「不這我不明白」

(俺のわかりが惑いわけじゃない)、「新長征路上的!主主主J
(新しい畏征の途上で唄うロック)といった姐が、

ひときわ光っている。中国狙符のラップ

(早口の伝統芸能で快板というのがある)、

伝統楽器(たとえば[一無所有J
のチャルメラ)、解E空軍の献や

民謡のmF.律の流用などを思し隊に、

スケールの大きなメッセージ性の

強い仕上がりだ。

彼にかなうロッカーは、

日本にいないと思う。

バックをつとめるのはADOパンド。

f一無所有Jのカヴアーは、

「一塊紅布J(ひと切れの赤い布)

という闘を唄う、

赤い布で目を隠した~健。
この聞は、二作目のアルバム

「解決jに収められている。

崖健「新民正直上附霊漬Jl198日明覇慨両組版社

黒豹禦隊
HEI BAO 

! : . 
r.・i

f手 I， 
・iiI'' 

)1" 

うだ。

諸は変わるが、天安門事件の前年、北京の工人体育館で

たまたま観たコンサートは、 illUJ風J(ブレークダンス

風)と銘打って、少年隊みたいな連中が出てきて歌あり踊

りありの奇妙なものだった。聞けば前年あたりから中高

生のあいだで、ブレークダンスが大流行りだったという。

フレークダンスが流行るには、失業した若者が町にあふ

れている必要があるが、「待業青年」の多かった北京は立

派にその条件をクリヤーしていたのである。

文字、映画、音楽、，絵画、留学、忠惣…・・・と、/¥0年代後半

の北京には、アヴァンギャルドな然気がたぎっていた。九

0年代にはそれが伏流を余儀なくされたが、別な見方か

らすれば、それが大衆に広く受け入れられつつあるとも

言える。「社会主祭市場経済Jという、道なさ道を進む大

国・中国の文化状況から、われわれは目を躍すわけにはい

かないと思うのである。

黒豹も唐朝も、いまや押しも押されもせぬビッグネー

ムになっている。CDはそれぞれ台湾から発売されてお

り、WAVEあたりで簡単に買える。中国では圧倒的な人

気だ。テクといい、音質といい、外国のロックとJ&色ない

のだが、私にはよその国のへピメタと同じに聞こえてし

まって、もうひとつ感心しない。中国語の本俗的なバンド

がほかにないから受けているのではと思ってしまう。

私としては、あとの2枚のほうがおすすめだ。「中国火J
は、黒豹、唐朝のほかに、紅色部隊、自我教育、直子し楽隊な

どといったバンドも紹介されてはて、北京のロックシー

ンは、いまだいたいこんな感じなめかなと惣像できる。

「北京レゲエJのほうはもっと愉快。ADOバンドのメン

バーを中心に、王週、王暁芳など、中国の一流アーテイス

トが参加している。「南泥湾Ji大生産Ji学習雷鋒好携僚」

などのナツメロが、彼らの手にかかるとまったく新しい

色合いを需びて生き返ってくる。レゲエは北京に合うよ

ぬ
カ
セ
ッ
ト
を
粗
製
乱
造
し
て
飽
き
ら

れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

22 

月
ヲ量2
1 金 l

ド
ル空ル
まか
でら

中
国
初
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
と
し
て
、
い
ま
も
人
気
抜
群
で
活
躍

中
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ラ
ー
が

V
E，
陵
だ
。

彼
は
は
じ
め
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
ト
ラ

ン

ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
が
、
八
四
年
頃

か
ら
自
己
流
で
作
曲
を
始
め
る
。
北
京

の
大
使
館
員
の
息
子
た
ち
そ
中
心
と
す

る
バ
ン
ド

(
A
D
O
バ
ン
ド
)
と
合
流
し

て
演
奏
活
動
を
開
始
、
「
一
無
所
有
」
で

ス
タ

l
の
座
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

そ
の
音
楽
性
は
ア
ジ
ア
や
欧
米
で
高
く

評
価
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
こ
の
秋
、

東
芝

E
M
ー
か
ら

C
Dを
発
売
の
予
定

だ
。
プ
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
多
義
的
に
受

け
取
れ
る
絶
妙
な
歌
詞
。
強
烈
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
。
既
成
の
権
威
を
恐
れ
な
い

侠
気
。
世
界
に
通
用
す
る
才
能
で
あ
る
。

出
健
に
続
け
と
ば
か
り
、
い
ま
北
京

-
v
e勾
グ

シ

は
、
ロ
ッ
ク
(
岡
山
浪
と
い
う
)
あ
り
、
レ

ゲ
エ
あ
り
、
ラ
ッ
プ
あ
り
の
バ
ン
ド
ブ

ー
ム
だ
。
市
一
金
属
(
へ
ビ
メ
タ
の
こ
と
)

の
バ
ン
ド
も
出
現
、
「
黒
豹
」
「
唐
朝
」
な

と
が
頭
角
を
現
し
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
は

j
d
-宅
ぷ
叶

f
M
M
K臼

H

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
腐
敗
文
化
H

と
さ
れ
て
き

た
関
係
で
、
中
央
電
視
台
{
国
営
の
全
国

テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
)

な
ど
に
は
ま
だ
登
場

で
き
な
い
の
だ
が
、
海
外
ア
ー
チ
ス
ト

の
公
演
が
増
え
た
り
、
香
港
の
ス
タ
ー

テ
レ
ビ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
で
、
附
報
ギ
ャ
ッ
プ
は
急
速
に
埋
ま

り
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
の
最
近
の
演
奏
を

聴
い
て
み
る
と
、

技
術
的
に
は
ほ
と
ん

ど
日
本
と
差
が
な
い
。

か
と
思
う
と
、
双
子
の
ア
イ
ド
ル
歌

手
「
兄
弟
」
が
音
楽
事
務
所
(
日
本
の
シ

ス
テ
ム
を
附
冗
し
、
中
国
で
は
じ
め
て
の

苛
楽
引
務
所
が
九
一
年
の
暮
れ
に
誕
生

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
デ
ビ

し
た
)

ュ
ー
し
て
カ
セ
ッ
ト
五
十
万
本
の
大
ヒ

ッ
ト
を
飛
ば
し
た
り
、

ナ
ツ
メ
ロ
の
リ

メ
ー
ク
「
紅
太
陽
」

(
毛
沢
東
時
代
の
革

命
歌
や
箪
放
を
、
ポ
ッ
プ
ス
調
に
ア
レ
ン

シ
し
た
も
の
)
が
突
然
大
当
た
り
し
た

り
と
、
な
に
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い

の
が
中
国
の
音
楽
シ

l
ン
で
あ
る
。

日
本
の
戦
後
音
楽
史
五
十
年
に
相
当

す
る
変
化
を
わ
ず
か
十
数
年
で
経
験
し

て
し
ま
っ
た
の
で
、
「
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
」

も
「
高
校
三
年
生
」
も
「
い
と
し
の
エ

リ
1
」
も
「
踊
る
ぽ
ん
ぽ
こ
り
ん
」
も
、

は

や

い
っ
ぺ
ん
に
流
行
っ
て
い
る
の
だ
と
思

23 
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兄弟情寄見制J
招致f指摘家出版社

ザ・ピーナツの男性版と

言えばいいのだろうか、

双子のアイドル

ふk ・ 一ー¥ 「兄弟Jのデビュー・
江主主.-.田 Jτ 、アルバムである。

、 ; ..~1一三 :73J 舎年の春、
、 ' ~ '.-吋 ， ニ円:、 '?天津でテレビを

r;..--、 観ていたらたまたま

• ; 兄弟Jが歌番組に

.17-.75; 登場して、歌って 尋(

~~:一二午、ー 踊れるところを まFチ
ザ ー 主主露していた。〆工h守プ

‘三:川 7己T千.. 三:
「青蕃規制J，はま&、 ‘ .~，宅ピ..，

F 、三 三.七一 一 井上陽水のカヴア一 t， .~ .い、

】ρも 7‘-三- だつたりして、
思わす

:て 笑ってしまう。

1 中国は音楽

l 事務所にあたる

ものがなく、

歌手は訟舞団や

解B空軍に所属する公務員だった。

タレントをスカウ卜してデビューさせる、

日本のシステムを真似た第一号が

「兄弟Jなのである。今i愛知年して、

i皮らがアイドルからどう脱皮していくかも注目したい。

え .

~fl 
ち i
カf

な

な
い
。
中
国
の
音
楽
の
中
心
地
は
、
北

京
、
上
海
、
広
州
の
三
市
だ
が
、
広
州

は
広
東
語
で
香
港
と
同
じ
。
香
港
の
流

行
歌
が
も
ろ
に
入
っ
て
く
る
。
北
京
は

普
通
語
、
上
海
は
上
海
語
で
、
互
い
に

通
じ
な
い
。
中
国
の
流
行
歌
は
だ
い
た

い
、
普
通
語
で
歌
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
あ
と
は
、
南
方
の
広
東
語
と

い
う
構
図
だ
。

上
海
ロ
ー
カ
ル
な
歌
手
と
し
て
は
、

強
行
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
彼
は
、
素
人
ギ
タ
l
コ
ン
テ

ス
ト
み
た
い
な
大
会
で
優
勝
し
て
八

0

年
代
半
ば
に
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
ソ

フ
ト
ス

i
ツ
に
サ
ン
グ
ラ
ス
と
い
う
派

手
な
い
で
た
ち
で
人
気
を
博
し
、
そ
の

あ
と
女
性
問
題
を
起
こ
し
て
数
年
刑
務

所
に
入
っ
た
り
し
た
も
の
の
、
人
気
は

衰
え
ず
女
性
フ
ァ
ン
も
多
い
。
長
洲
剛

の
歌
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
た
日
本
語
(
と
本

人
は
思
わ
せ
た
い
ら
し
い
が
、
ほ
と
ん

ど
聞
き
と
れ
な
い
)
の
歌
な
ど
、
不
思

議
な
曲
を
集
め
た
専
集
(
ア
ル
バ
ム
)
も

出
て
い
る
。
。
ギ
タ
ー
を
抱
い
た
渡
り

鳥
H

み
た
い
な
ノ
リ
で
、
ち
ょ
っ
と
恥

ず
か
し
く
て
聴
い
て
い
ら
れ
な
い
が
、

こ
こ
ま
で
く
る
と
か
え
っ
て
新
鮮
と
い

う
不
思
議
な
歌
手
だ
。

司
d

ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

z
l
d
割
拠
し
た
現
状

も
う
ひ
と
つ
、

地
域
差
も
無
視
で
き

E 

にでアい 貫 く え+爪戦せてまち別エて別ー落一一
と、メとだし、方二大略る価れは部ス一部月差ご週湿
っ肌リいがた敬)-日三をぺ値を 才 落 テ ザ 落 + 別 : 刊 画
てのカうど。服じタ郎指き観堂能出イ・出日のマ S家
「色の感う す-刊がいだを々が身パ部身、間三 Pの
プと黒じ も る，二で「てと逆とあだ Jレ落の十題 --:-A小
ラい人を そ ほ.0.取毎いい転誇るか」ウ芸七をム l 廿

ツう差ぬう かさり日るうさる、らを Jレ能日取宣ιて
ク主i 別ぐ単 な)ト新。 ことこ開ト人号り言 4 

. 長 撤 え純 いと伝聞こ と自そぎラが)上一連し
イ を廃なで 」に、」れ に分お、解集、げで載の
ズ逆運いは と正ーのを「よのれ被放ま被(、中り
・手動。な 絶し考二橋ゴ‘つ隼た差フつ差+部のが

マ

ス
ム
巴出
Eヨ

匡=ョ
Lー

の
射

話主雪竺芸解説室主民子程室ぎ2宗夏ぃ霊会民警き
るく隠つ し放待別調るな 要しよかとく的別かと市
の 解 蔽 はか運で者す被ど とてうぎしらにとよい民
できす、つ 動ぎをれ差の さもなって都可達?う社
は え る 出かがるもば別社そ論れこ現け生会能つ 2 こ会
なて必自 ん被の差、者会のがると 状 て き に で て ; 含 と に
いい要をで差で別本が的ああのさときて紛は、福と溶
かなと顕い別あし当自強とろだら闘ていれなこ選同け
。い の 示な者ろなに分者はうとなうひてていの明義込

(と矛すい大うい普のの?。い言にそも普の抹去でん
画 こ 盾 る理衆か状遇出立 だう挙はひ、通か消マはで
〉ろを必由を。態の自場スが反げ、そ誰の。は黒なし

• 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
と
宣
言
す
る

運
動
思
想
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
と

き
も
、
そ
れ
で
泣
差
別
者
と
被
差

別
者
の
壁
を
か
え
っ
て
一
品
く
す
る

だ
け
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問

を
感
じ
た
。
し
か
し
黒
人
は
公
民

権
を
得
て
も
、
黒
い
肌
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
を
止
め
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
う
い
う
条
件
の
絶
対
的

な
性
格
は
、
い
わ
れ
な
き
屈
辱
感

を
は
ね
の
け
る
と
い
う
運
動
上
の

圃

必
要
性
の
論
理
に
説
得
性
を
与
え

る
。
だ
が
部
落
差
別
問
題
の
場
合

は
も
う
少
し
微
妙
で
あ
る
。
こ
の

差
別
の
特
殊
な
点
は
、
差
別
を
根

拠
づ
け
る
外
的
な
指
標
が
な
ん
ら

存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

の
場
合
、
出
自
が
社
会
的
に
無
意

味
化
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
究
極

の
解
決
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ

は
、
個
人
が
部
落
出
身
者
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
抹
消

'
広
州
ロ
ー
カ
ル
な
バ
ン
ド
と
し
て
は
、

タ
ヲ
ミ

ン

ベ

ア

達
明
一
派
が
注
目
株
。
広
東
語
の
ツ
ツ

パ
リ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
、
香
港
で
の
人

気
も
高
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
や
カ
セ
ッ
ト
は
、
大
勢

抱
き
合
わ
せ
の
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
集
み
た

い
な
の
が
主
流
で
、
個
人
専
集
や
リ
サ

イ
タ
ル
は
多
く
な
い
。
個
々
の
歌
手
に

も
、
い
ち
お
う
持
ち
歌
は
あ
る
の
だ
が
、

ひ
と
の
歌
で
も
ど
ん
ど
ん
歌
っ
て
し
ま

い
、
各
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
録
音
ス
タ

ジ
オ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
。
北
京

か
ら
全
国
へ
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

確
立
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
言
葉

(
地
方
語
)
の
違
い
も
あ
る
の
で
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
の
版
元
も
放
送
局
も
各
省

に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
だ
。

西
北
風
は
、
日
本
の

G
Sブ
l
ム
み

た
い
な
一
過
性
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

で
も
、
中
国
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
が
、

着
々
と
力
量
を
つ
け
て
き
て
い
る
の
は

確
か
な
よ
う
だ
。
い
ま
の
と
こ
ろ
崖
健

ひ
と
り
が
突
出
し
て
い
る
感
の
あ
る
音

楽
シ

l
ン
に
、
第
二
、
第
三
の
本
格
的

な
才
能
の
持
ち
主
が
現
れ
て
、
わ
れ
わ

れ
を
あ
っ
と
驚
か
せ
て
く
れ
る
日
を
楽

し
み
に
し
た
い
。

24 


